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「ベスト立川人 • 展 J が 
いよいよ丨月丨3日から 




ね 1 ^ r 筇棼;?写賊として，—人も夫_ 



江本值寧子さん（若葉町 3 丁目）食 大焱 明さん ！3 T 士見®:丨 丁目）ジ 森部样 子さん（砂川町7 丁目:•立川 
ベること大好き、作ることもっと好 T ズがもっている悲しみ，生の叫び でおこなわれた赶入咅來帑でみごと 
きの本格グルメが象料理で日本一に をアルトサックスに tt して奏でる * 優秀寅に嫌く 



フライングスカイ（茱将町丨丁目》 河林属さん{蒿松町2 丁目〉押ぬ 
下谷一夫さんをリーダー匚市 1 M 50 周 .龙童鹿に動務 • ‘ 名木 j の flFift て•み ご 


年をロックで祝う 


と 文学界新人* 




(偷 6 丁目）进狀⑽のもと，りぬさ ㈣ 妓 ぽこ U し 


も小気味よい 


m 制-11.十年: 1沸いたわが^川が 
斬しい年を迎えて、次なる指 ts の 
’ 市制 A 年」へ t •はやくもその 
第 ^ を印そ 5 t している " irf も 
析 . 衔例の ” ペスト ^!II 人•挺 
が間催される ( 1 H 13 =\ 20 H 
於 • ウィル 7 F 、 この tfti/)^ 

上と歷史のうえで* W ケとして 

「わが道‘•を ゆく 立 ) II 人の炎 i * は 

rl 年へ翔ぶ「衡のひか 〇」 だ： 

(杂 17 nu 体 館 となうております) 


森0|«の近江谷単くん 
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月刊 • え<てびあん-立川と語ろ〇 • 立川に生きよう 


通卷 78 卷 


いつも、 

S 6 U 0 XAo 

永ぃおっきか•を大切に. 
话さまの籌らしを 
お手伝い lii ; 

〇焰王親行 


表紙は語る 


砻ぃ a —七*「植ぃ嚴』 

by 金牵馕 


真如苑だより 


I ことわざ_ 
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桂撫大¥ 
馬で鍋？ 
•のての1 
の咼も籲 
餌飛三は 
食び杯 


1月20日日 

立川市民新春 
かるた大会 j 

僉壤岛松金鲔 
時問叫 1 00 - 6:00 
4 L < sXTi !' J » 1;1011 




今年も年賀ハガキが 
楽しみだゾ I ! 

今年も38旗枚もの年 H ハガキが、 
全国つつぅらラらに新年の真心こ 
もるご 挟後 て 送られた U また， 
立川でも215万枚以上もの年« 
ハガキが発充された*ホ制 50 闭守 
を迎えたわが街も年々人口が增え 
取«い a 、配1数と t に昨年を20 


iL 街道の一つ甲州街 Jfi は今年 wlii 
三八0年といぅ年を迎ぇ*11024 
ai ±)，25 H ( B ) の両 S 、 期布 f W 
の「甲州街 ifi フ i . スチィパル」が m 
(1された**25日には、各 rf :の市 fi が 
大名に扮 L 、 江 P 時 ft に： t われた 
枸 W 豪華な大 xut ： 列^ or また同 
tf 街道で結ばれた沿«の各市が一 
堂に会しパ甲州街道サミットホ撕」 
が行われ' 盛りあがりを見せていた • 


; ili もの上® 

りとなつた办 

さて•曙 WI 

2 丁目1:¢る 
立川郵«局に 
大きな大きな 
象が ii かれた。 

これ•なん t «{£ 课の杉本氏によ 
り作られた作 £• 9月下切からの 
体みを利用 L て出来た大^:であ. 0-1 



立川駅北口を*に進むと、緑 nl 
通りといぅ取西に走る広い通りに 
出 i す-その li りの$は鉍地 * 
になつていて、今は葉. - K タンがき 
れいに«ぇ込まれ*いかにもお正 
n らしい雰囲51が*つています" 
この緣地 * u 以前駐率場だった 
ところで•その昔は川でした•川 
t いつても自然のものではなく， 


大雨のたびに駅前に*ふれる木の 
排水対*としてつくられた人'10 
川です，緑川通り t いう名«1のも 
i となつたこの川•さて、現在はど 
のよう<:な-0ているでしょうか。 

叹立てられている • 
i な<>ている♦か 

しつかり ( t れている③駐电場をつ 
くるときに別の碘所に移した • 

〔 n 月号の*〕 • 

南北退路は多摩佞本店先で%松通 
りから：> 字肜に分れている道です • 


① すっかり堆め立 s 

② は t 4 ど暗®と c 


極月が通ぎ*なに 
かこころのなか C 心 
地好いシビレの嫌な 
t のが奪きわたつて 
いる•年がかわり • 
新 I い年を迎える II 
* が * きに <い咋今 
ではありますが、確 
実に人の数以上に 
"初日，が n n n の奥底に訪れてい 
る仁ちがいないようであります* 
さて今年 I 年の* W けにふさわ 
しくと•平作りのめでたい耿を金 
幸®さんにお！！いをいたしまして 
飾つて頂きました争 
自分で作つた] ipL を自分で上げられ 
るのがなんといつてもたまらない 
という金さんに•始めたきつかけ 
を伺つた*「不う* 5 . 6年前(: 
1澉作り教室 i というものが -6^ 公 
民绾で開かれていまして、それ C 
»•加したんです*自分で絵を思い 
恐ぃに描き•空高く芋作り耿を上 
げる KW 味をしりま L てね’それ 
が «] めで L た」と•紫し？ラに渐 
つてくれた •![: 月2 • 3日には昭 
和 Id 念公181で天搞らかに上げられ 
るとのこと•閑始 IX 10 時から Q 



12 丹 1 日 1 :立川市制施け 50 瑚年 
纪念式典が市 K 会館で rl なわれた- 
- H 眉はな/ I と云つて t - »布%功労 
者」の表彰で*ろラ • f 一 lc \ を 
1 D す方々が•その栄誉を授かった 
が#^るはど•ひ k つの市がここ 
までくるには*こんなに多くの方 
々の力が結 K されて*0¢つもの 
かと•改めて痛慜觔的な式 
鸚でぁった•功労をつみながら故 
人になられた方のこと，*<:はも 
れたが地域のため<:地道な努力を 
t ねておられる方のことなど♦ぇ 
合せると•ひ tp i: 「. E 十年 」 t 
云-〇ても•そこ(:は立川人の r * 
いここる j がこ k つていると知れ 
6 # 本站が創刊の頌から催してき 
た r ベス.^川人 • U 今一:で 
6回目になる•こちらは「功労」 
といった意味合いはうすい。底辺 
にユ—モアの*性が歉かれている 
t でも云おうか。活き话き.のびの 
びの1立川人 J の表悄を 1* に会 
してご覧いただけたら • というの 
が当初からの狙いでぁった•表情 
をとら i る、 i 云つても*人のバ 
ヵチ■ン右メラでは茶の間では* 
じても，公1:•供する wtu 出米な 
い•多くの写*家が tfi 力 L てくだ 
さつたことが*継 fie できている I 
#太きな力だ • しかし、こういう 
拭みは一年か；年で底をつ<だろ 
う tffl 当者自身が思つていたもの 
だが•立川+五万人の力は大 
未だ1:その「底」を ft せょうとは 
しない#^霰 ttft 知るまでぇ 
くてび*ん。 

is X? ^ B 5 
A . S * - s ? 

: PHI ) 天 vrAll«(cllr 1 * 

ス，ジ « t *9 场 wlle 事舞 • 



立川市は八 iTrtl につづいて. 
來京拥で！一*: ml : 「市」として産 
_をあげ•はやく t 五卜年。 

い1半世紀 •#*<: 向けて。 
このキヤツチフレーズのも f 
平成二年は 5 e 念 rr 參1:あけ•そし 
て«れていつた t 云つても？ 81 mr 


はあるまい。そのシメククリが* 
12 月 I 日に mK 会 16 で举行された 
「 K 念式典」で*つな 

この！^市民会館大ホ I ルは11 
ば»席のなか，鈴^ M * 京都知 

奉•石川要 -. 防® hR 官らの来寅 

を迎え•また•立川と姉妹都市で 

ある米国サンパ—ナデイノ巾から 


市蚤のボブ•フォルコム氏夫*ら 
舞からのお#さまも，目をひい 

ていた" 

式典は' rfjfst の無形 M 俗夂化 W 
である »- f •で皮切られ、11 
技の式胂へとつづいて^く U 
米寅の方々は，口を撖ぇてこの 
任き日を契機として 
新たな出発点と I 、 
ますますの発展を祈 
ります•と祝辞" 
つづいて市勢功労 
者千二百七十一名の 
袠釤が行なわ n、S 
年にわたって立川の 
ために尽力してくだ 
さつた方々への謝辞 
がのベられた • 

祝*被) I などのあ 
と一応•閉式となつ 
たが*「少年の+:張」 
で男女一名ずつの 
「+.張」が述べられ場 
内の注目を%めてい 
た •！ た•フィナ—レ 
の , £素•合唱で会場 U 
IRU なごみ 、 lilln 
の式典は幕を閉じた • 
これ i でも多.¥の宁心的な榱能 
を? I 揮してきた*川だが•モノレ 
丨ル wii への期博など、ますます 
市としての役刺は大きくふくらん 
でこよう*また•檐能ばかりでな 

く •「こころの時代」にふさわしい 

ハ—トフル•シナ 4— への出«で 

も*ろう • 



明けま t ておめでとぅ 
S 座います•こころ新た 
J •みずみず L ぃ新年を 
仲迎えのこ tt 存じます" 
今年はどんな rfs 」 が 
* つているこ t でし上ラ 
W * ■お正月にはぜひ A 如 
g へも、おこし<ださい • 
◊ 

卩時1月 lst ±« 

午後2時—4# 


■ W 本馨、具如5#*をはじめと 

L て映 lil など盛りだ<さんの用意 
がしてございます， 

■立 川市民(成人)に限らせて頂き 
ます。 

_ ぉ申し込み®^ p " 以 
は r え<てび 
あ4 • n ンパへザ^ 一 
ニオン j (本誌 
を手腌 I てく 
れた人> へ- 
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明治になりました時•この辺り 

は神*) II 県だつたんですけども， 

地租改•止がありまして麻の役人が 

米たんです••屮島さん京の座歎に 


立川の地 W を広げて X 并に兗を放 
り卜げて•落ちて来た所から測«: 
を：6めたつていぅ活ですょ n 測 &- 
用の縄もちを'丐時^^らいだつ 
た•ぅちのお舅さんと中島さんの 
お父さんがしましてね** 1 C を抟つ 
こぶ L はおへその t ころにちやん 

t つけておくんですけど•侍ち£ 

がそばから「手をのばせ」つて"そ 

の分、£地が広くなるわけですね 


「縄のび」つていぅんです。 

立川 U •もと柒喊村つていつたん 
ですけど"拥 ft にも柴 adj : があつ 
て県庁からの#類なんかが TO 達つ 
て lis いたりす$ t んですから変« 
L たんですね C もともとの字は 



「河」なんです W ど『川」の方がいい 
だろぅって「分;||」に參 

明治 26 年に f 府 1 :編入になり 
ま L て，その筏、府立二中が立川 
にできたのはやっばり大きな力が 
あうたんだと思い—すねぇ-万坪 
の土地を幾人かの地主が提供した 

んですが，馬；£铯さん(柴峋町) 

の先祖の土地が多かった、人の 

fifu じや大変だって幾人かの村会 

嫌貝が一人2仄歩ぐらいずつ H い 

まして寄付し; w / vvh 。 八王子が 

有力だったん rt けど' 丄地を*# 

付1て二中をもつて来たんですね n 

(小川良さんの a 消余「立川の思い 

出 as あれこれ 1 ょり«») 


Inttnv 令- , >. xc 々 wrM « 
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平成三年一月 i 日#行 
011 行所えくて t/ あん ！！ HHl 
聚京 •立 / II 市塞士見 *122015 
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で，|上水’ 
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か*;會申（洗今す: gJtw を十 * 分 
M£Ml : fUA^lill^UTr- '»vt 

Tt u\? d，30：Z は ! 》 «-〆£■♦« 〜ご w 




鷹の山本有 I 


先人は未来の人:-筒か i 残そぅと力 V 报リ 
校乂今 なる人々本为更1-未. f な:?).民に锥 if 
よぅと 知 患を功がせ 基 ■!.— ca 多 G C 7- 文豪 
が 宙つていた’ 多く¢1才人か i >-'3 川 
£0濂れの袂に、 この^をあ/.:/..めてんた {4 V A - 
たちもいた二こはそ^ ^^ちてある,ご 











